
関係団体殿

事故防止 1 2 1 号

平成29年 8月 15日

公益財団法人 日本医療機能評価機構

医療事故情報収集等事業

執行理事 後信

（公印省略）

医療事故情報収集等事業 「医療安全情報 No.1 2 9 Jの提供について

平素より当事業部の実施する事業に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。

この度、医療事故情報収集等事業において収集した情報のうち、特に周知す

べき情報を取りまとめ、 8月 15日に「医療安全情報No.1 2 9 Jを当事業参

加登録医療機関並びに当事業参加登録医療機関以外で希望する病院に提供いた

しましたのでお知らせいたします。

なお、この医療安全情報を含め報告書、年報は、当事業のホームページ

(http://www.rned-safe.jp／）にも掲載いたしておりますので、医療事故の発

生予防、再発防止のために、貴団体の取り組みにおいてご活用いただければ大

変幸いに存じます。

今後とも有用な情報提供となるよう医療安全情報の内容の充実に努めてまい

りますので、何卒ご理解、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。
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併用禁忌の薬剤の投与（第2報）
「併用禁忌の薬剤の投与Jを医療安全情報No.61(2011年12月）で取り上げました。

その後、類似の事例が9件報告されていますので再度情報提供します（集計期間：

2011年 11月1日～2017年6月30日）。との情報は、第44回、第49回報告書

「再発・類似事例の発生状況」の内容をもとに作成しました。

, 

、

添付文書土、併用禁忌（併用しないこと）として
記載のある薬剤を併用した事例が再び報告さ
れています。

ト 併尽誌の薬剤の組み合わ立

イムラン錠 フェブリク錠 3 （アザチオプリン） （フエブキソスタツト）
ー，、 内・・ー

ワーファリン錠 :Lフ 山崎 用 2 （ワルファリンカリウム） , （ミコナゾール）

ケアラム錠ワーファリン錠
（ワルファリンカリウム） （イグラチモド）

－．．．匝ー

リスモダン アベロックス錠
（ジソピラミド） （モキシフロキサシン）

工フピーOD錠 ！ ベチ山アン注射液※
（セレギリン塩酸塩） ｜ （ペチジン塩酸塩）

オーラップ錠 クラリス錠
（ピモジド） （クラリスロマイシン）

※ペチロルファン注射液の有効成分にはレパロルファン酒石酸塩も含まれています。

』

．ワーファリン錠とフロリードゲル経口用は、2016年10月に添付文書が改訂され、併用注意

か5併用禁忌に変更されました。
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併用禁忌の薬剤の投与（第2報）

事例1
イムラン錠を内服している患者の尿酸値が高くなり、医師は、フェプリク錠を新たに処方しよ

うと思い、オーダリング画面に入力したところ、併用禁忌のアラー卜が表示された。処方する

ためにはコメントの入力が必要であり、医師はコメントに「継続」と入力して処方した。保険

薬局からの疑義照会はなく、患者はイムラン錠とフェプリク錠の内服を開始した。2ヶ月後、

患者にめまい、ふらつき等の症状が出現した。へモクーロビ‘ンが6.Bg/dllこ低下しており、

イムラン錠とフエプリク錠を併用したことによる骨髄抑制であるととが分かった。

事例2
患者に静脈血栓があり、循環器内科の医師はウーファリン錠3mgを処方した。ワーファリン錠

を開始した2日後、口腔内力ンジダ症のため皮膚科の医師がフロリードゲル経口用を処方した。

薬剤マスタの最終更新は添付文書が改訂され併用禁忌になった月の前月であったため、

処方時にアラートは表示されなかった。薬剤昔日か5の疑義照会はなかった。患者はフロリード

ゲル経口用の使用2日目、PT・INRが測定不能となった。患者のヘモク‘ロビ、ンは4.3g/dl

に低下し、内視鏡検査で胃噴門部か5の出血を認めた。

四・・・・「 ー＝・・・町IE需型雪想育里曹押却前F聞雪胃理標明閉曹胃璽需型ヨ・町

圏麺霊璽軍躍盟理園・・E

事例が発生した医療機関の取り組み
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※この医療安全情報は、医療事故情報収集等事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、本事業の

一環として総合評価部会の専門家の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。

本事業の趣旨等の詳細については、本事業ホームページに掲載されている報告書；および年報をご覧ください。

h ttp://www.m巴d・safe担／

※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証
するもので、はありません。

※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課したりするものではありません。

』町
公益財団法人日本医療機能評価機構 医療事故防止事業部
干101・0061 東京都千代田区三崎町1・4・17東洋ビル
電話： 03・5217・0252（直通） FA×： 03・5217心253（直通）
http:/ /www.med-safe.jp/ 
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